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はじめに

悪性葉状腫瘍は局所再発率が高く，遠隔転移後の予後
は不良であり，化学療法や内分泌療法の効果は限局的で
あると報告されている1－ 3）．今回，術後早期に認められ
た局所再発巣を切除した後に化学療法を施行したが，奏
功せずに急速な転帰をたどった乳腺悪性葉状腫瘍の 1例
を経験したので報告する．

症　　例

症　例：49歳，女性
主　訴：左乳房腫瘤，腰痛
既往歴：特記すべきことなし
家族歴：特記すべきことなし

現病歴：2004年に左乳房腫瘤を自覚し，左乳房の葉状
腫瘍と診断されたが治療を拒否して代替療法を受けてい
た．2007年10月腫瘍の急速増大を認めたため他院を受診
し左乳房切除術を施行した．病理結果は悪性葉状腫瘍で
あった．同年11月に左前胸部腫瘤と腰痛が出現したため
近医を受診．局所再発ならびに多発骨転移が疑われ，精
査・加療目的に12月当院紹介受診となった．

現症：身長152cm，体重44kg．左前胸壁に手術痕と左
乳房全体に，弾性硬，可動性不良な10cmの腫瘤を認め
た．皮膚は一部変色 ･非薄化していたが潰瘍形成は見ら
れなかった．持続する腰痛を認めた．

血液検査所見：血算，生化学検査では異常値を認めず，
CEA，CA15－3は正常範囲内であった．

症例報告

急速な転帰をたどった乳腺悪性葉状腫瘍の 1例
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要　旨：術後早期に認められた局所再発巣を切除した後に化学療法を施行したが，奏功せずに急速な
転帰をたどった乳腺悪性葉状腫瘍の 1例を経験したので報告する．症例は49歳女性．他院で左乳房腫
瘤に対して左乳房切除術を施行し悪性葉状腫瘍の診断を受けた．その 2ヵ月後，左乳房腫瘤と腰痛を
主訴に来院，悪性葉状腫瘍の局所再発と多発骨転移に伴う腰痛と診断した．その後左下肢痛と痺れに
よる歩行困難が出現してきたため，胸腰椎に対する放射線治療を開始したが，その間に局所再発巣が
急速に増大して皮膚が自潰，出血のコントロールが困難となり，放射線治療終了後に局所コントロー
ル目的で胸壁再発巣切除，植皮術を施行した．病理所見では，索状配列を示す紡錘形異型細胞の増
殖が認められ，核分裂像が50/10 HPF，MIB-1 indexが65％と高値，Vimentin陽性，ER陰性，PgR陰
性で悪性葉状腫瘍の局所再発として矛盾しなかった．術後全身化学療法として TC療法（docetaxel，
cyclophosphamide）を行ったが奏功せず，2ヵ月後に肺・肝転移が出現し，来院後約 5ヶ月で死亡した．
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